
 

　　　

　

　
　　

熊本に引っ越して10年以上経つのに里
程標跡を知らなかった．豊後街道沿い
に三里木，六里木という地名があるの
は知っていたが，里程元標跡は，西向
きに築城された熊本城の正門登城口に
当り，熊本城内と城下町を結ぶ接点で
あった新一丁目御門があった場所（新
町１丁目）である．加藤氏時代から明
治維新まで270年間肥後の国の路（豊
前・豊後・日向・薩摩街道）の起点で
あった．N/S

今年は酉年という事もあり，
多くの事をトリ込み，熊本復興

に向けて，より実りの多い
年となります様

『一所懸命』がまだします!!

平成になって29回目のお正月です．い
つもと同じ年中無休の便利なコンビニが
路線に並び立ち神社関係だけは大盛況の
正月雰囲気で，年の早さと歳時記の喪失
感を感じるのは昭和者だけでしょうか？

昨年は大震を経験し，「電気」エネルギ－だけで生活してた我が
家の無力さ「温かいお風呂」の恋しさ「トイレの水使用」のもった
いないくらいの量…．ライフラインの有り難さが身に沁みる経験で
もあり，隣保組みや地区の自治活動の盛んな所と希薄な所とでは，
初期共助の連携に大きな違いが出たようにも思います．解決すべき
内容や地域性，少子高齢化，地元の若い方も忙しい社会環境の中で
時間が削けないのかもしれませんが，参加住民の多くは高齢の方が
多く，参加者数が少ないこともあるようです．折角の地域づくりの
機会には，機動力のある地元の若い世代の意見で盛り上げ，「温も
りのあるふるさと」にして欲しいなと思う）この頃です．A/T

明けましておめでとうございます

■後記：平成28年4月の熊本地震では県内に大きな傷跡を残しました．復興の過程をスケッチや写真で伝える機会にもなりました．水源が枯れた南阿蘇村の塩井社水源など暮らしや

風景が変わった地域もあり,その現実を伝えるべきことが沢山あります．今後も皆さんへ地域復興を中心にを紹介してまいります．

この晴耕雨読は職員の協力で発信しています．
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地震災害等では

「不易流行」は，「不易」はいつまでも変わらないこと。「流行」は時代々々に応じて変化することの四字熟語です．

阪神淡路大震災・新潟中越地震・東日本大震災など日本が置かれた宿命的な位置関係を知り・それに負けず,皆が助け

合い,復興してきた日本人の叡智を,多くの人たちへ伝えたいと思います。

流

白川中流部に位置する熊本市龍田

陣内地区は，平成24年7月の九州北
部豪雨で市内 大の浸水被害を受け
たことを契機とし，流れが悪く大き
く蛇行した河川をショートカットと
河川拡幅によって流下能力アップを目指し，急ピッチで大規模な河川改修が進められていま
す（写真-1）．慶長10年代（1607）熊本城や城下町の整備など熊本の礎を築いた加藤清正公
以来（上絵図参照）の白川のショートカットで，工事も佳境を迎え多くの重機が忙しく稼働
し，通水間近の状況となっています．河川整備は地域の人たちの思いも込めながら進められ，
掘削工事で発生した急流河川特有の大小さまざまな自然石を多く活用しています．例えば50
ｃｍ内外の玉石を利用した石積護岸や河川水衝部の洗掘防止のための巨石据え付けや護岸根
固めに玉石等を配するなど，親水性や生物環境にも配慮されて，癒される河川空間の出現と
ともに安全・安心な地域へ日々変貌していく姿を間近に観察できる絶好な機会でもあり，近
日の河川開通も楽しみです．B/I
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謹んで新春のお喜びを申し上げます

先の地震で高欄と石垣が被害を受た第
一高校前の石橋の震災設計を行いまし
た．当初、図面が見つからず，卒業生
である家内に色々と聞いたのですが，
「裏口から出入りしていたので記憶に
ない」とのこと．後に図面が見つかり，
外は石で中は鉄筋コンクリートという
ことが判りました．外観
は優雅で芯はしっかりし
ているということでしょ
うか．橋のたもとの数珠
玉がきれいでしたので我
が家の花瓶へ活けました．
M/T

通行不能となっていた俵山トンネルルート（西原村小森から南阿
蘇村河陰までの約10㎞）が、昨年12月24日に開通し，俵山トンネ
ル補修と旧道を迂回路として活用することで開通を早めることが
出来た様です我国の土木技術の賜物です．しかし，県道28号熊本
高森線の４つの大型鋼橋（①大切畑大橋【鋼鈑桁橋・265m】，②
桑鶴大橋【鋼斜張橋・160m】，③扇の坂橋【鋼鈑桁橋・128m】，
④俵山大橋【鋼鈑桁橋・140m】）の復旧工事は着手したばかりで
あり，開通までにはもう少し時間が掛かりそうです．４橋とも落
橋は免れたが，橋台・橋脚，主桁，支承部，落橋防止装置，伸縮
装置及び斜張ケーブル等に大きな損傷を受けており，桑鶴大橋で
は両側の橋台（Ａ1，Ａ2）の仮受けを行い，損傷した斜張ケーブ
ルの取替作業が行われていました．N/S

現在，国道57号線（立野方面）の迂
回路として県道339号線（通称:ミル
クロード）が利用されています．こ
の道はかつて豊後街道と呼ばれ，参
勤交代の時は熊本から鶴崎まで4泊5
日の行程で通られました．二重峠の
手前は宿場町として栄え，人馬水呑
場で喉を潤してから峠集落（往時は1
7軒程）へ向かった場所であります．
地震後は、チェーン脱着場や仮設ト
イレが設置され、峠を越える前の一
休みする場所として活用されるなど，
時代は変われど重要な場所であるこ
とは，変わっていません．K/S

平成28年4月，未曽有の熊本地震により熊本城を含め

布田川・日奈久断層沿いでは，甚大な人的被害が発生
しました．中でも熊本の象徴的シンボル熊本城の復旧
復興には，長い年月と多額の費用が必要とされます．
文化的特性を残しつつ不易流行の観点が必要と考えます．H/N

平成29年 初日の出 ～穴場ｽﾎﾟｯﾄより～

■二重峠からの朝日

正月は着物がよかねー
一年の始まりの正月は，皆
で着物を着てお茶（藪内
流）を頂く事が楽しみの一
つ．子供のころからその習
慣を身につけて貰いたいと
思います．H/N

暮らしを支える川づくり

第一高校石橋の
たもとに数珠玉

昨年末に，正月飾りの門松を
始めて子供達と共同で作りま
した．門松は，お正月に歳神
様が訪れるための依代（より
しろ）とされ，竹の切り口を
斜めに切った「そぎ」は，徳
川家康が生涯唯一の大敗を喫した三方ヶ原の戦
い（1572年）後，甲斐の虎・武田信玄に対し
「次は斬る」という念を込めたのが始まりと言
われております．特に門松造りでは，この孟宗
竹を斜め切り（そぎ）するのに子供達は試行錯
誤し，寒い中で汗をかきながら頑張る姿，やり
遂げ完成した門松を持ち上げ喜ぶ姿を見て子供
が成長していく喜びを改めて実感しました．T/M

歳神を家々に迎える依代

熊本散歩 ～里程元標跡～

易

葉っぱの裏で丸まる幼虫

とげとげでぶら下がる蛹

成虫：雌  前翅の端が黒

成虫：雄  後ろ翅の

へりが黒色

我が家の同居人・・・ ～ツマグロヒョウモン～

我が家の庭にはツマグロヒョウモンが自生しています．近年の温暖化の影響を受け，勢力を北

に伸ばしているそうでが，初めて庭先で見つけた時は，見た目が黒色で見るからに，刺すのでは
ないかと思い駆除していました．しかしある時、気になって調べてみたら体中に突起はあるが，
刺すこともないし毒もないとのこと．刺さないと解ってからは，踏み潰さないよう足元に気をつ
けながら歩くようにしています．スミレ類の葉を食べるので，庭に自生しているスミレは除草せ
ず餌場になっています．園芸家のみなさんには，花の葉っぱを食い散らかす害虫ですが，毒も危
害も加えないので，それなりに処理していただけると嬉しいです．I/O

八代妙見祭【ユネスコ無形文化産登録】

昨年２月に我が家の庭
に咲いた梅の花です．今
年もたくさんの蕾を付け
ています．N/S

凧上げには糸の

バランスが重要

なんです．

温もりのあるふるさとの心象風景

「ハートの石橋」 復旧工事はじまる★

熊本の鋼橋（No．8）
■俵山トンネルルート開通/桑鶴大橋の斜張ケーブル取替工事

不

青空の下 昼食タイム  しし肉と山菜おこわ♪

Who are you ?????

What is this？

梅の花

行

時代は変われど 変わらぬ活用の場

慶長国絵図部分 （新熊本市史）より

数珠玉 

【Ａ】

【Ｂ】

Ａ：御所浦町の恐竜
Ｂ：地球誕生時の石

阿蘇市坂梨にて撮影

■坂梨のひょうたん石

家族や御近所さん．ご近所さんの

親戚や家族など年々人数が増え，
子供の成長や年配者達の熟練の技
のご披露等々…．毎度笑いの絶え
ない行事です．28年度の笑い納め
となりました．T/B

年に一度の恒例行事「餅つき」

写真－1

豊後街道

二重峠

不易流行の目線

熊本地震で被災した美里町（双子石橋・ハートの石橋）として有
名な二俣橋の解体・復元工事が始まりました．この橋は津留川に
文政13（1830）年に架設された県下でも古い石橋の一つです．震
災復旧においては，崩壊個所以外に壁石などのはらみ出し部の機
能の可否診断をするのに３Ｄレーザー調査を実施．その結果を基
に何度も現地調査を重ねて復旧の方向性を立案．石橋の復旧はコ
ンクリートや鉄骨等に比べて，材料も繊細であり，全て現地状況
に合わせた石工の力量によるものが大きい．昨年石工養成講座で
学んだ和歌山県の若者も参加．さらに一石一橋運動の声も聞こえ
てきました．皆で貴重な地域資源を大切にしましょう．K/N

何度も見たことのある神幸行列です
が，山車の幕がすべて金糸で刺繍さ
れていると聞き，マジマジと見てみ
ると，そのあまりの美しさに驚きで
した．T/B年年末から年明けにかけ晴天

続きだったので，チョット足
を延ばし“穴場”にご来光を
拝みに…．元旦の「旦」は
「日」の文字が太陽を表し，
その下の「一」の文字が地平
線を表し，地平線から太陽が
現れる様子を示している象徴
文字だそうです．H/N


